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天
台
智
顕
が
種
々
制
定
し
た

「礼
仏
臓
悔
」
、
す
な
わ
ち

「
礼
繊
」

と
略
称

さ
れ
る
行
法
の
体
系
は
、
ど
の
よ
う
な
特
質
を
も

つ
た
も
の
で

あ
る
の
か
。
こ
こ
で
は
特
に
、
「
敬
礼
法
」
と

「
普
礼
法
」
の
構
想

を

究
明
す

る
こ
と
を
通
じ
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
二
種
の
礼
法
は
、

い
ず
れ
も

『
国
清
百
録
』
(正
蔵
四
六
巻
)
に

収
め
ら

れ
、
第
二
、
第
三
と
続
け
て
収
録
さ
れ
、
原
初
の
国
清
寺
教
団

(1
)

で
実
修

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

草
創
期
の
天
台
山
国
清
寺
教
団

で
は
、
「
四
時

の
坐
禅
」
と

「
六
時

(2
)

の
礼
仏
」
が

「恒
の
務
」
と
し
て
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
今
と
り

あ
げ
る
二
種
の
礼
法
は
、
「
六
時
の
礼
仏
」
の

三
環
と
し
て
考
案

さ
れ

た
行
儀

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「敬

礼
法
」
の
頭

に
附
さ
れ
て
い
る

「
序
」
の
文
に
は
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
行
法

(敬
礼
法
)
は
、
正
し
く
竜
樹
の
『毘
婆
沙
』
に
依
り
、
傍
に
諸

経
の
意
を
潤
え
た
。
一
日

三
夜
に
お
い
て
、
そ
の
時
時
に
こ
の
行
法
を
修
め

る
。
農
朝
と
午
時
に
は
、
「敬
礼
法
」
は
行
な
わ
ず
、
「所
為
の
三
」
を
用
い

る
。
哺
時
に
は
、
「敬
礼
法
」
を
用
い
、
所
為
の
方
は
行
な
わ
な
い
。
初
夜

に
は
、
午
時
に
用
い
る

「十
仏
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
、
中
夜
と
後
夜
は

「普

礼
法
」
を
用
い
る
。

と
記
す
。

こ
の
記
事
に
よ
つ
て
、
「
敬
礼
法
」
は
、
哺
時
、
す

な
わ
ち

夕
ぐ
れ
時
に
あ
た
つ
て
修
す
る
礼
法

で
あ
り
、
『十
住
毘
婆
沙
論
』
の

説
を
骨
格
に
し
て
、
諸
経
の
要
文
を
合
せ
て
作

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
、
「
普
礼
法
」
は
、
中
夜
と
後
夜
の
、
夜
分
に
行
ず
る
礼
法

で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
い
わ
ば
夕
方
か
ら
夜
分
に
か
け
て
の
行
法
で
あ

り
、

そ
れ
を
大
衆
が

一
団
で
修
め
る
と
こ
ろ
に
特
別
の
意
義
が
認
め
ら

れ
る
の
だ
と
い
え
よ
う
。

農
朝
と
午
時
は
、
「所
為
の
三
」
を
行
な
う

と
い
う
の
で
あ
る
が
、

「
所
為
の
三
」
と
は
、
「立
制
法
」
第

一
条
に
規
定
す

る
、
大
衆

と
共

に
行
ず
る

堂
に
お
い
て
坐
禅

・
礼
仏
を
行
な
う
こ
と
、
働
別
場

で
俄

悔
を
行
な
う

こ
と

(第
四
条
に
お
い
て
、
別
行
と
は
四
種
三
昧
の
こ
と
で
あ

っ
か
さ
ど

る
と
規
定
し
て
い
る
)
、

教
国
内
の
僧
事
を

知

る

こ
と
、
か
ら
成

る

「
三
行
」
の
こ
と
で
、
し
た
が
つ
て
農
朝
と
午
時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
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台
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担
の
行
務

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
修
法
す
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

初
夜
に
は
、
午
時
に
修
す
る

「十
仏
」
を
用

い
る

と
い
う
が
、
今

日
、
禅
宗
系
に
伝
承
さ
れ
る

「
十
仏
名
」
と
同
類
の
行
法
で
あ
る
か
も

(
3
)

知
れ
ぬ
が
、
こ
の
限
り
で
は
何
か
明
ら
か
で
な
い
。

し
か
る
に
、
六
時

(農
朝

・
午
時
・
哺
時
・
初
夜
・
中
夜

・
後
夜
)
の
礼

仏
で
は
、
「
立
制
法
」
第
三
条
が
規
定
す
る
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
大

僧

は
、
鱗
朧
の
な
い
、
縷
衣
の
ご
と
き
も
の
で
は
な
い
、
き
ち
つ
と
し
た

入
衆
衣
を
被
て
、
三
た
び
鐘
が
下
れ
た
ら
早
に
集
り
、
坐
具
ハを
敷
き
、

香
纏
を
執

つ
て
、
互
跳
す
る
。
唱
訥
は
大
衆
に
合
わ
せ
、
気
ま
か
せ
で

あ
つ
て
は

い
け
な
い
。
話
を
し
た
り
、
叩
頭
や
弾
指
の
時
に
、
履
物
を

急
い
で
ひ
つ
か
け
た
り
、
ひ
き
つ

つ
て
歩
い
た
り
、
起
伏
の
動
作
が
参

差
で
あ

つ
て
は
な
ら
ず
、
知
法
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
記

す
。次

に
、
「
敬
礼
法
」
が

『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
説
を
骨
格

に
し
て
、

諸
経
の
意

を
潤
え
て
作
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
態
は
何

の
よ
う
で
あ
る
か
。
調
べ
て
み
た

と
こ
ろ
、
『十
住
毘
婆
沙
論
』
の
易

行
品
第
九

と
、
除
業
品
第

一
○
か
ら
の
引
用
文
が
大
部
分
を
占
め
、
加

う
る
に
発
願
に

『
浬
架
経
』
梵
行
品
の
偶
文
を
引
き
、
三
宝
帰
依

に

『
華
厳
経
』
浄
行
品
の
偶
文
を
引
用
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
「
呪
願
」
の
文
は
、お

か
お

か
ら
だ

色
は
閻
浮

金

の
知
く
に
し

て
、
面

は
満

月
よ
り
も
浄
ら
か
に
、

身

は
智
慧

の

ひ
か

か
が
や

明
り
で
光
け
る
、
照
ら
す
と
こ
ろ
は
無
辺
際
。
魔
怨
の
衆
を
擢
破
し
て
、
善

す
く

く
諸
の
人
、
天
を
教
化
さ
れ
、
彼
の
八
正
道
の
船
に
乗
り
、
能
く
度
い
難
き

み

な

者
を
度
わ
れ
、
御
名
を
聞
く
も
の
は
、
不
退
を
得
る
。
是
が
故
に
、
稽
首
し

て
礼
拝
し
奉
る
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
す

べ
て
易
行
品

(正
蔵
二
六
巻
四
二
頁
上
-
四
三
頁

下
)
に
出
る
偶
文
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
「色
相
知
金
山
」
「
面
浄
知
満

月
」
「身
光
智
慧
明
、
所
照
無
辺
際
」
「推
破
魔
怨
衆
、
善
化
諸
人
天
、

聞
名
得
不
退
、
是
故
稽
首
礼
」
「
身
相
妙
超
絶
、

閻
浮
檀
金
山
」
「乗
彼

八
道
船
、
能
度
難
度
海
」
の
順
に
出
る
が
、
呪
願
の
文
は
こ
れ
ら
の
抜

き
書
き
の
偶
文
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

又
、
「東
方
無
憂
世
界
善
徳
知
来
」
か
ら

「
上
方
衆
月
世
界
広

衆
徳

仏
」
に
及
ぶ

「十
方
仏
名
」
も
、
易
行
品
の
説

(同
四
一
頁
以
下
)
そ
の

ま
ま
で
あ
る
。

そ
の
後
に
続
く
、
「無
憂
道
樹
下
毘
婆
 
仏
」

か
ら

「
那
迦

道
樹
下

弥
勒
知
来
」
に
至
る
、
過
去
六
仏
、

未
来

一
仏

も
、
や

は
り
易
行
品

(同
四
三
頁
下
)
に
も
と
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
阿
輸
陀
樹
下

の
釈

迦
牟
尼

一
仏
を
除

い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
釈
迦
牟
尼
仏

は
、
「敬
礼

文
」
の
最
初
に
お
か
れ
る
三
身
仏
に
配
当
さ
れ

た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
智
顎
は
、
『普
賢
観
経
』
(正
蔵
九
巻
三
九
二
頁
下
)
に
、

釈
迦
牟
尼
、
名
毘
盧
遮
那
遍

三
切
処
、
其
仏
住
処
、
名
常
寂
光

と
出
る
文
を
典
ハ故

と

し
て
、
『法
華
玄
義
』
巻

七
上

(
正
蔵
三
三
巻
七
六

六
頁
下
)
の

「本
果
妙
」
に
、
独
自
の
三
身
説
を
展
開

し
た
が
、

そ
の

よ
う
な
基
礎
に
立

つ
て
、
法
身
の
毘
盧
遮
那
、

報
身
の
盧
舎
那
、
化
身
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の
釈
迦
牟
尼
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後

に
続
く
、
三
界
の
天
竜
、

皇
国
の
七
廟
、
師
僧
、
父
母
、
造

寺
の
檀
越
、

一
切
の
怨
親
等

の

一
二
為
か
ら
な
る
願
文
は
、
智
顎
が
構

築
し
た
国
家
観
や
国
土
観
を
反
映
す
る
独
自
の
表
白
文
で
あ
る
。
特
に

『
維
摩
経
』
仏
国
品
や
、
『
仁
王
般
若
経
』
護
国
品
、
な

い
し
は

『
金

光
明
経
』
正
論
品
な
ど
に
お
け
る
、
智
顕
の
基
礎
教
学
に
も
と
つ
く
も

の
で
、

一
面
で
天
台
教
団
側
の
歴
史
的
対
応
を
示
し
た
も
の
と
し
て
注

(4
)

意
さ
れ
る
。

次
い
で
、
第

三
三
為
の
下
に
お
か
れ
る
、
俄
悔

・
勧
請

・
随
喜

・
廻

向

・
発
願

の
、
「
五
悔
」
は
、
湛
然
も
指
摘
す
る
よ
う

に
、
前

の
四
悔

は
、
全
く
除
業
品
の
偶
文
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
そ
れ
に
加

え
て

「発

(
5
)

願
」
を
、
『
浬
繋
経
』
梵
行
品
の
偶
文
を
用

い
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

四
悔
に
何
故
に
発
願
を
加
え
て
五
悔
と
す
る
の
か
と
い
う
問
題
点
に
つ

い
て
は
、
湛
然
は

『
輔
行
』
(
正
蔵
四
六
巻
三
八
二
頁
中
)
で
、

今
の
僧

の
常
儀

(敬
礼
法
)
は
、
前
の
四
は

『十
住
婆
沙
』
に
出
、
願
文
は

『大
浬
盤
』
に
在
る
。
た
と
え
ば
、
『占
察
経
』
(正
蔵
三
七
巻
九
○
三
頁
下

ー
)
な
ど
で
も
、
但
だ
四
を
列
ね
る
だ
け
で
あ
る
。
南
山
道
宣
は
、
『占
察
』

が
発
願
を
加
え
て
い
な
い
の
は
、
四
悔
が
い
ず
れ
も
願
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

と
い
う
。
経
論
が
皆
な
四
悔
で
あ
る
の
は
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
天

台
は
な
ぜ
五
悔
を
い
う
の
か
。

と
問
い
、
そ
れ
に
答
え
て
、

『弥
勒
問
経
』
(未
見
)
に
、
昼
夜
六
時
に
五
悔
を
勤
行
す
れ
ば
、
苦
行
を

仮
ら
ず
、
能
く
菩
提
を
得
る
、
と
い
う
か
ら
、
必
ず
願
を
須

い
る
の
で
あ

る
。

と
会
通
し
て
い
る
。
私
は
、
南
岳
慧
思
が

『
立
誓
願
文
』
で
説
い
て
や

ま
な
か
つ
た
、
弥
勒
信
仰
と
、
般
若
の
実
践
を

二
本
柱

と
す

る
、
「
誓

願
」
の
宗
教
の
系
譜
に
お
い
て
み
る
と
き
、
湛
然
の
こ
の
意
見
は
極
め

て
示
唆
に
富
む
妥
当
な
見
解
だ
と
思
う
。

第
二
に
、
中
夜

と
後
夜

に
行

な
わ
れ
る

「
普
礼
法
」
は
、
法
蔵
の

『
華
厳
経
伝
記
』
巻
五
に
、
「普
礼
法

一
十
五
拝

右
天
台
山
智
顎
禅

師
の
所
撰
」
と
記
さ
れ
、
特
に

『華
厳
経
』
に
も
と
つ
く
礼
法
と
し
て

注
意
さ
れ
て
お
り
、
法
蔵
在
世
当
時
も
、
江
表

で
盛
ん
に
行
じ
ら
れ
て

(6
)

い
た
と
記
し
て
い
る
。
第

一
拝

の

「普
礼
十
方
三
世
諸
仏
寂
滅
道
場
上

盧
舎
那
仏
」
か
ら
第
八
拝

の

「普
礼
十
方
三
世
諸
仏
祇
疸
林
間
善
財
童

子
盧
舎
那
仏
」
ま
で
は
、
『
華
厳
経
』
の
全
体
を
会
座
に
よ

つ
て
総
括

し
た
も
の
で
、
七
処
八
会
の
説
主
を
盧
舎
那
仏

と
見
た
も
の
で
あ
り
、

第
九
拝
の
「普
礼
十
方
三
世
諸
仏
七
処
九
会
円
満
頓
教
盧
舎
那
仏
」
は
、

『
華
厳
経
』
全
体
の
教
法
を
、
第

一
○
、

一
一
、
一
二
拝
は

「
虚
空
不

動
」
な
る
戒

・
定

・
慧

の
三
学

を
、
第

一
三
、

一
四
、

一
五
拝
は
、

「
帰
仏
得
菩
提
善
心
常
不
退
」
「帰
法
薩
婆
若
入
大
総
持
門
」
「帰
僧
息

謬
論
入
大
和
合
海
」
で
、
仏

・
法

・
僧
の
三
宝
を
、
盧
舎
那
仏
と
み
、

『
華
厳
経
』
に
具
現
さ
れ
た
盧
舎
那
仏
を
礼
拝

の
対
象
と
す
る
行
法
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
最
後
に
記
さ
れ
る

「願
諸
衆

生
、
三
業
清

浄
、
奉
持
尊
教
、
和
南
仏
法
賢
聖
僧
」
と
あ

る
願
文

は
、
「敬
礼
法
」

天
台
智
顕
の
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体
系
 (池
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(7
)

最
後
の
願
文
と
同
文
で
あ
り
、
外

の

「恭
敬
」
や

「
呪
願
」
な
ど
の
文

は
、
い
ず
れ
も

「
敬
礼
法
」
に
準
ず
る
と
割
注
に
で
る
か
ら
行
わ
れ
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
「普
礼
法
」
で
は
、
「敬
礼
法
」
で
行

つ
た

「
敬
礼

文
」
や

「
五
悔
」
「
三
帰
」
な
ど
の
唱
諦
は
略
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の

で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
「
敬
礼
法
」
は
、
『十
住
毘
婆
沙
論
』
か
ら
の
引

用
が
量
的
に
多
く
、
「
普
礼
法
」
は
、
『華
厳
経
』
に
も
と
つ
く
行
法
で

あ
る
こ
と
が
解
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
は
、
十
地
の
初
歓
喜
地

と
第

二
離
苦
地

の
、
初

二
地
を
論
釈
す
る
も
の
で
あ
り
、
伝
説
に
ょ
れ
ば
、

こ
の
論
は
、
竜
樹

の

『
華
厳
経
』
の
釈
論
で
あ
る

『
大
不
思
議
論
』
の

(8
)

三
部

で
あ
る
と
い
う
。
殊
に
本
論
の
易
行
品
の
説
は
、
竜
樹
の
阿
弥
陀

仏
信
仰
を
表
明
す
る
名
所
と
さ
れ
、

こ
れ
に
も
と
づ
き
曇
鷺

の
浄
土
学

で
は
、
難
易
二
行
判
を
生
む
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
天
台
山
の
日
常
行
儀
と
七
て
の

「敬
礼
法
」

の
な
か
に

は
、
「
易
行
」
に
つ
い
て
も
、
「
阿
弥
陀
仏
」
の
名
も
、
い
さ
さ
か
な
り
と

も
現
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
智
顕
の
浄
土
信
仰
と
そ
の
行
法
は
、
「立
制

法
」
で

「
別
場
臓
悔
」
と
規
定
し
た
、
諸
行
儀
を
総
体
的
な
観
点
で
組

織
づ
け
る

「
四
種
三
昧
」
の

一
種
と
し
て
、
「
念
仏
三
昧
」
を
位
置

づ

け
、
浄
土
教
義
を
示
す
釈
論
と
し
て
専
ら

『
十
住
毘
婆
沙
論
』
を
引
用

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
念
仏
三
昧
」
は
、
身
は
常
に
行

旋
し
、

口

は
常
に
阿
弥
陀
仏
の
名
を
唱
え
、
心
は
常
に
西
方
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る

行
法
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
常
儀
と
し
て
定

め
ら
れ
る

「
敬
礼
法
」

で
は
、
『
十
住

毘
婆
沙
論
』
の
文
を
か
り
て
も
、
阿
弥
陀
仏
を
対
象
と
し
た
礼
臓
法
と

し
て
の
意
味
は
完
全
に
除
か
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
と
相
応
す
る

か
の
よ
う
に
、
毘
盧
遮
那
、
盧
舎
那
、
釈
迦

牟

尼
仏

の
三
身

一
体
観

(9
)

や
、
「
宝
塔
」
(仏
)
「清
浄
妙

法
」
(法
)
「
三
乗
得
道
」
(僧
)
か

ら
成

る

『
法
華
経
』
観
が
基
調
に
す
え
ら
れ
て
い
る
。

「普
礼
法
」
で
も
、
そ
れ
が
単
に

『
華
厳
経
』
に
基
づ
い
て
い
る
行

法
で
あ
る
と
い
う
観
点
よ
り
は
、
む
し
ろ

「十

方
三
世
の
諸
仏
」
の
慧

命
を

「盧
舎
那
仏
」
(報
身
)
に
よ
つ
て
象
徴

さ

せ
、
そ
れ
を
夜
分

に

行
ず
る

「普
礼
」
の
対
象
と
し
た
と
い
う
点
の
方
を
こ
そ
注
意
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
二
種
の
礼
法
に
共
通
す
る
こ
れ
ら

の
特
質

は
、
『浬
繋
経
』

の

「
了
了
見
仏
性
」
の
文
を
も

つ
て
、
繊
悔
発

願
の
意
と
し
た
選
択
眼

に
通
ず
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
眼
性
は
、

恐
ら
く
智
顕
の
伝
記
資

料
が
伝
え
る
よ
う
な
、
修
学
時
代
に
お
け
る
法
華
三
部
経
と
の
関
わ
り

や
、
「普
賢
道
場
」
の
実
践
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
思

わ
れ
、
『
観
普
賢
菩
薩

行
法
経
』
(正
蔵
九
巻
三
九
三
頁
中
)
に

「
若
欲

繊
悔
者
、
端
坐
念
実
相
」
と
あ
る
よ
う
な
基
本
形
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
智
顕
の

「礼
仏
俄
悔
」
は
、

「
発
願
」
と
直
結

す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
同
時
に

『普
賢

観
経
』
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
「
戯
悔
受
戒
」

へ
と
展
開

す
る
契

機
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を
も
含
む
の
で
あ

つ
て
、
智
顕
の

「受
菩
薩
戒
」
の
行
儀
に
対
す
る
巧

夫
は
、
こ
の
よ
う
な

三
連
の
礼
法
体
系
と
密
接
に
交
渉
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
銘
記
し
て
お
き
た
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
智
顎
の
礼
法
は
、
観
心

・
見
性
を
説
く
、
天
台

止
観
の
原
理
に
よ
つ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と
結
論
で
き

る
。
横

に
は
三
階
教
や
浄
土
教
に
お
け
る
諸
礼
戯
儀
と
の
比
較
を
通
し

て
明
ら
か

に
さ
れ
る
問
題
が
あ
り
、
あ
る
い
は
縦
に
、
湛
然

知
礼

・

遵
式
等
に
及
ぶ
、
諸
種
の
作
礼
法
と
の
比
較
研
究
な
ど
、
解
明
す
べ
き

重
要
な
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

一
連
の
問
題

の
究
明

は
今
後
に
待
ち
た
い
。

(昭
和
五
五
年
七
月
)

1
 
法
蔵

(六
四
三
-
七
一
二
)
の
『
華
厳
経
伝
記
』
巻
五

(正
蔵
五
一
巻

一
七
二
頁
上
)
に
、
「普
礼
法
一
十
五
拝

右
天
台
山
智
顎
禅
師
所
撰
、

其
拝
首
皆
称
普
礼
、
末
皆
称
盧
舎
那
仏
、
其
間
具ハ引
寂
滅
道
場
等
七
処
八

会
之
名
、
今
江
表
盛
行
、
不
復
繁
叙
、
顎
伍
判
華
厳
、
為
円
満
頓
教
云

云
」
と
み
え
る
。
智
昇

(
-七
三
○
-
)
の

『集
諸
経
礼
俄
儀
』
巻
上

(
正
蔵
四
七
巻
四
五
八
頁
上
)
に
は
、
天
台
の
五
悔
を
含
む
、
敬
礼
法
に

類
す
る
礼
法
を
記
す
。

2

『
国
清
百
録
』
立
制
法
第
一
の
第
一
条
に
規
定
す
る
。
拙
稿

「天
台
智

顕
の
立
制
法
」
(駒
大
仏
教
学
部
論
集
二
号

・
昭
和
四
六
)
参
照
。

3
 
宇
井
伯
寿
著

『釈
道
安
研
究
』
(
昭
和
三
一
・
五
四
・
岩
波
)
二
五
頁

参
照
。

4
 
拙
稿

「天
台
智
顎
の
護
国
思
想
に
つ
い
て
」
(駒
大
宗
教
学
論
集
九
輯
。

昭
和
五
四
)
参
照
。
た
だ
し
、
塩
入
良
道

「俄
法

の
成
立
と
智
顎
の
立

場
」
(印
仏
研
究
七
巻
二
号
・
昭
和
三
四
)
で
は
、
敬
礼
法
に
は
世
俗
的

祈
願

が
示

さ
れ
て
い
る
か
ら

「
こ
れ
は
繊
法
形

式

を
具

え

て

い
る

も

の

の
、
敢

え
て
敬
礼
法

と
名
づ

け
た
点
に
意
味

は
な
か

つ
た
で
あ
ろ
う
か
」

と
説

か
れ
、
敬
礼
法

の
成
立
を
消
極
的
に
評

価
さ
れ
て

い
る
。

5
 

五
悔
説

は
、
『
法
華

三
味
繊
儀
』

(
正
蔵
四
六
巻
九
五
二
頁
上
)

や

『
摩

詞

止
観
』
知
次
位

(
正
蔵

四
六
巻
九
八
頁

上
)

な
ど
に
出

る
。
福
原

隆
善

「
五
悔

に

つ
い
て
」
(
印
仏
学
会
誌
二
八
巻
二
号

・
昭
和

五
五
)
参

照
。

6
 
註

1
参
照
。

「
普
礼
法
」

に

つ
い
て
は
、
安
藤
俊
雄

「
天
台

法
界

観

の

系
譜
」
(
仏
教
学

セ
ミ
ナ
ー

一
号

・
昭
和
四
○
)

で
紹
介

さ
れ

た

の
が

最

初

で
あ
ろ

う
。

7

「
恭
敬
」

と
い
う
の
は
、
「
敬
礼
法
」

の
最

初

に

お

か

れ

る

「
厳

持

香

華
、

知
法
供
養
」

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「願

此
香
華
雲
、

遍

満

十

方

界
、

一
一
諸
仏
土
、

無
量
香
荘
厳
、

具
足
菩
薩
道
、

成
就

知
来
香
」

と
唱
諦
す

る
。
智
顕
撰

『
金
光
明
臓
法
』
(
正
蔵
四
六
巻
七
九

六
頁

上
)

で
も
同

文

を
用

い
、
知
礼
撰

『
千
手
眼
大
悲
心
呪
行
法
』

(
正
蔵
四
六
巻

九

七

三

頁

下
)

も
同
文

で
あ

る
。

8

『
華
厳
経
伝
記
』
巻

一

(
正
蔵
五

一
巻

一
五
六
頁
中
)

に
出
る
記
事
。

9

「
敬
礼
文
」

の
最
後

に

「
敬
礼
舎
利
形
像
支
提
宝
塔
」

「
敬
礼
十
二
部
経

清
浄
妙
法
」
「
敬
礼

三
乗
得
道

一
切
賢
聖
僧
」
と
出

る
。

(
補
註
∪

「
四
時
」
「
六
時
」

な
ど
の
修

行
時
間

の
定
め

は
、
多
少

『
摩
詞
止

観
』
巻

八
下

(
正
蔵

四
六
巻

一
一
五
頁
上
-

一
一
六
頁
上
)

の
魔
事
境
段

に
出

る

「
時
媚
発
」

な
ど

の
時
間
観
念

と
関
係

が
あ
ろ

う
か
。
『
大
集
経
』

巻
二
三
の

「
虚

空
目
分

四
無

量
心
品
」
(
正
蔵

ニ

二
巻

一
六

七

頁

申
)

に

出

る

「
十

二
時
獣
」

を
智
顕

は
採
用

し
、
「
十

二
時
即
有

三

十

六

獣
」

と

し
、
「
知
時
唱
名
、

媚
即
去

也
」
(
内
治
)

「
隠
士
、

頭
陀
人
、
多

畜
方
境
」

(
外

治
)
(
一
一
六
頁

上
)

な
ど
を
説

い
て
い
る
。

(
駒
沢
大
学
助

教
授
)

天
台
智
頻
の
礼
法
体
系
 (池

田
)
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